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大学生の就職活動を促進させる試み(1)

一映像ビデオによる効果の検討-1

樋口匡貴

The effects of video-taped method on promoting college students'job hunting behaviors

Masataka Higuchi

大学生の就職活動意図に及ぼす映像ビデオの効果を検討することを目的として, 17

名の女子大学生を対象にした実験を行った。その結果,就職活動に成功した人物を紹

介するビデオを視聴した学生は,一時的に進路選択に対する自己効力感を増加させる

ことが示された。一方で就職活動に失敗した人物を紹介するビデオを視聴した学生は,

ビデオ視聴直後に就職活動意図を増加させるが,ビデオ視聴の1-2ケ月後には自己

効力感を低下させることが示された。これらの結果から適切な就職支援にとってのこ

れらの映像ビデオの有効性が考察された。

キーワード:就職活軌　進路選択に対する自己効力感,焦り,映像ビデオ

問題

大学生にとって卒業後の進路決定は非常に重要な課題である。数ある選択肢の中でも主要な進路

は就職である(中島・無藤,2007),多くの学生は就職するために,いわゆる"就職活動"を行うこ

とになるが,この就職活動にとって大きな役割を果たすのが進路選択に対する自己効力感である(た

とえばLent, Brown, & Hackett, 1994) c

進路選択に対する自己効力感とは,進路選択や適応の過程に必要な行動をうまく行えるという自

信のことであり(Betz&Hackett, 1986),進路選択の一連の過程に対して促進的な影響を及ぼすこと

が指摘されてきている。たとえば浦上(1996)は女子短期大学生を対象にした調査の結果,弓削1進

路選択に対する自己効力感が積極的な就職活動を導いていることを明らかにしている。また安達

(2001)は大学生を対象とした調査の結果,自己効力感は就業動機を媒介して進路探索意図を促進

させ,加えて直接的に進路探索行動を促進させることを明らかにしている。

この自己効力感を増加させる試みに関しては,男性中心である職業分野で成功した女性の例を集

めたビデオを見せることによって女性の自己効力感を高めることに成功したFoss&Slaney (1986)

などがある　Foss&Slaney (1986)は, 80名の女子大学生を対象に,伝統的に男性中心である職業

1本研究のデータは,松山東雲女子大学の2005年度卒業生瀧口恵美さんより提供を受けたC記して感謝する。
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分野で成功した女性の例を集めたビデオを視聴させた。従来男性中心である職業に対して女性は低

い自己効力感を示すことが明らかにされていたが(Betz&Hackett, 1981), Foss&Slaney (1986)の

作成したビデオを視聴した学生は,視聴した職業分野に対する高い自己効力感を示した。

しかしこれまでの研究では,自己効力感を高める試みが実際の進路選択行動に結び付いたのかど

うかは検討が十分とはいえない。そこで本研究では, Foss&Slaney (1986)と同様に自己効力感を

増加させることを意図した映像ビデオを用いて,そのビデオが自己効力感を増加させるのかどうか,

そしてさらに進路選択行動意図を増加させるのかどうかを検討することを目的とした。また補助的

な検討として,進路選択行動に影響を及ぼすと考えられる"焦りMに関しても,自己効力感と同様

の検討を行った。

方法

実験参加者と実験計画

女子大学3年生17名(平均20.53歳)を対象とした, 1要因等価3群事前事後測定計画による実

験を実施した。操作した要因は実験参加者に提示したビデオの内容であり,自己効力感を増加させ

ることを意図した成功例ビデオ,焦りを増加させることを意図した失敗例ビデオ,および無関連ビ

デオ(統制条件)の3水準であった。各群の人数は,成功例ビデオ条件では5名,失敗例ビデオ条

件および統制条件では6名であった。

手続き

実験は2005年8月～9月に実施された。実験参加者は事前測定の後に無作為に3群に配置され,

それぞれの条件に対応するビデオ映像を視聴させたのち,直後測定が行われた。さらに1-2ケ月後

に事後測定が行われた。なお実験は個別実験であった。

ビデオ材料

実験参加者に視聴させたビデオは約4分間のシナリオ朗読ビデオであった。シナリオの内容は「本

大学の卒業生の愛子さんの現状と,彼女が大学3年生の頃の就職活動状況」を述べたものであった。

シナリオの朗読はいずれの条件においても同一の人物(実験参加者と同年代の女性)が行った。シ

ナリオの例として,成功例ビデオのシナリオをFigurelに示したC

成功例ビデオ　就職活動に成功した卒業生の愛子さんについて,その後の順調な生活状況と在学

中の就職ガイダンス等への参加状況を述べた内容から構成された。シナリオの文字数は712文字で

ョEsm

失敗例ビデオ　就職活動に失敗してフリーターとなっている愛子さんについて,その後の厳しい

生活状況と在学中の就職ガイダンス等への不参加状況を述べた内容から構成された。シナリオの文

字数は747文字であった。

無関連ビデオ　大学内のある機関について説明をする内容から構成された。シナリオの文字数は

727文字であった。
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卒業生の愛子さんという人についての話です。

第1志望に内定をもらい、卒業後その企業で働く　ことにLまL fz。 3年たって25歳になっf=とき、

よE)自分に合った所への転職を望み、転職活動を始めまLたo　面接の中で、 3年間の経験を貰われ自

分の望お、条件で転職できまL f=。現在は新Lい職場で充実Lた仕事を続けています。

月収は手取り　25万円ほどで、家賃fJ:どに引かれても、月々10万ほどは貯金できますO　生活にはかな

i)余裕があり、優雅な生活を送っています。

それでは、彼女の大学3年生のときはどうだったのでしょうか0

10月、就職ガイダンスに参加した。今後のことを見つめるいい機会にも:った。

11月、数学が書手だったため、友人と-緒にSPI対策講座に参加Lてみたo

SPL対策講座に参加Lてみて、他の教科も勉強Lてみようと思い、就職問題集を買った。間違った問

堰+A:どは特に何度も繰り返L解くようにした0

12月、就職ガイダンスに参加した。就職情報収集の仕方を教えてもらった。

また、実際に就職関連本を貰い、読むことで、より就職について知ることが出来た。

1月、就職ガイダンスに参加する。合同説明会のE]程などを教えてもらっf=。

2月、合同説明会に友人と一緒に参加してみる。いろいろなブースを回って、企業の人の話を聞く　こ

とが出来た。

また、就職ガイダンスに参加L、面接でのお辞儀の仕方も:ど突際に教えてもらった。

さらに、友人同士で面接練習をLてみて、よくある質問+A:どの答え才を実際にやってみた。

このよう+A:、愛子さんがとってきf=行動は、誰にでも出来るものです。

愛子さんはこのような活動をしてきた結果、はじめにお伝えしたように、第1志望の企業に、無事

内定をもらうことが出来たのです。

Figurel　実験で使用したビデオ映像内のシナリオ例(成功例ビデオ)

測定尺度

各段階において測定した尺度は以下の3種類であった。いずれの尺度に関しても1因子構造を仮

定し,得点が高くなるほど当該概念が大きくなることを意味するよう加算平均によって得点化した。

これら3種類の尺度得点に対して正規性の検定を行ったところ,いずれの条件においても得点の正

規性が確保されていることが確認された(KS>.¥2&,p>.05)<

進路選択に対する自己効力感　浦上(1995)による進路選択に対する自己効力感尺度を使用し,

「全く自信がない」 (1点) ～ 「非常に自信がある」 (4点)までの4段階で回答を求めた。全30項

目でのα係数は,事前測定段階ではα-83,直後でα-86,事後でα-.89と十分な値であった。

焦り　就職活動を実際に行っている女子大学生7名および心理学研究者1名の合議により,就職

活動に対する焦りを測定できると考えられる25項目を設定した(項目例: =急がなければいけない

と思う", "このままではだめだと感じるM, …とにかく何かしなくてはと思うM, "私は大丈夫だと思

ラ" (逆転))0 「全くちがう」 (1点)から「全くそうだ」 (5点)までの5段階で回答を求めた。全
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25項目でのα係数は,事前測定段階でα-93,直後でα-.92,事後でα-.93と十分な値であった。

就職活動関連行動に関する行動意図　焦りと同様に就職活動を実際に行っている女子大学生7名

および心理学研究者1名の合議により,様々な就職活動関連行動20項目を設定した(項目例‥ "履

歴書の用紙を買うM, "セミナーに参加するM, …企業に資料請求をするM). 「行うつもりはない」 (1

点)から「行うつもりである」 (5点)の5段階で回答を求めた。全20項目でのα係数は,事前測

定段階でα-91,直後でα-.92,事後でα-.96と十分な値であった。

結果

事前・直後・事後の3段階における3種類の尺度得点に関して,条件別に平均値および標準偏差

を算出した(Tablel)c　これらの得点に対して, 3種類の尺度得点別に,事前得点から直後および事

後得点への変化量を従属変数,事前得点を共変量とした3 (視聴ビデオ) ×2 (時期)の共分散分析

を行った。さらにビデオの効果をより詳細に検討するための補助的な分析として, 3種類の尺度得

点別に事前得点から直後及び事後得点への変化量を算出し,視聴ビデオ毎に時期による比較を行っ

た(Boferroni法)0

進路選択に対する自己効力感

進路選択に対する自己効力感得点に対する3×2の共分散分析の結莱,視聴ビデオの主効果(F(2,

13)-1.46)および時期の主効果(F(l, 13)-0.48)はいずれも有意ではなったO　しかしながら1次の

交互作用効果(F(2, 13)-2.47,p<.10)が有意傾向となった。下位検定の結果,成功例ビデオ条件に

おける時期の単純主効果(F(1, 13)-3.95,/j<.05)および失敗例ビデオ条件における時期の単純主効

果(F(l,13)-8.35,p<.01)が有意となり,いずれの条件においても事後よりも直後の場合に,自己

効力感が高く変化したという結果であった。

補助的な分析の結果も同様であり,成功例ビデオ条件においては事後よりも直後の方が(α-.10),

失敗例ビデオ条件においても事後より直後の方が(α-.05),自己効力感の得点が高く変化したこ

とが示された。

焦り

焦り得点に対する3×2の共分散分析の結果,視聴ビデオの主効果(F(2, 13)-1.06),時期の主効

果CF(1,13)-0.15.),交互作用効果(F(2, 13)-0.36)のいずれも有意とはならなかった。

補助的な分析の結果も同様であり,いずれのビデオを視聴した場合にも焦りの有意な変化は見ら

れなかった。

就職活動関連行動に関する行動意図

就職活動関連行動に関する行動意図得点に対する3×2の共分散分析の結果,視聴ビデオの主効果

(F(2, 13)-1.18)および交互作用効果(F(2, 13)-0.43)は有意ではなかった。しかしながら時期の

主効果(F(l, 13)-8.47,p<.0¥)が有意であり,直後においてよりも事後においての方が,行動意図
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得点が下がるという結果であった。

補助的な分析を行った結果,失敗例ビデオ条件においては,ビデオ視聴直後の方が1-2ケ月後よ

りも5%水準で有意に得点が高いという結果が得られたが,成功例ビデオ条件においては,統計的

に有意な差は見られなかった。

Tablel　各条件における得点の平均値(標準偏差)

従属変数　　視聴ビデオ　　　　事前　　　　　　直後　　　　　　事後

自己効力感　成功例ビデオ

失敗例ビデオ

無関連ビデオ

焦り　　　　成功例ビデオ

失敗例ビデオ

無関連ビデオ

行動意図　　成功例ビデオ

失敗例ビデオ

無関連ビデオ

2.87　(0.44)　3.08

2.83　(0.32)　2.E

2.81　(0.17)　2.8

2.70　(0.59)　2.65

2.85　(0.99)　2.96

2.94　(0.64)　2.74

3.89　(0.74)　4.04

3.83　(0.61)　4.44

3.78　(0.82)　4.03

(0.44)　2.88　(0.48)

(0.30)　2.62　(0.32)

(0.24)　2.89　(0.21 )

(0.64)　2.71　　0.50

(0.93)　2.89　(0.73)

(0.48)　2.90　(0.89)

(0.66)　3.91　(0.98)

(0.35)　4.05　(0.80)

(0.87)　3.73　(1.12)

考察

本研究では,進路選択に対する自己効力感を増加させることを意図した映像ビデオを用いて,そ

のビデオが自己効力感を増加させるのかどうか,そしてさらに進路選択行動意図を増加させるのか

どうかを検討することを目的とした。さらに,自己効力感と同様に,進路選択行動に影響を及ぼす

と考えられる"焦り"についても検討を行った。映像ビデオとしては就職活動に成功した人物を紹

介するビデオ(成功例ビデオ)と失敗した人物を紹介するビデオ(失敗例ビデオ),さらに無関連ビ

デオを使用したが,成功例ビデオおよび失敗例ビデオに関して,その有効性を考察する。

まず成功例ビデオに関してであるが,視聴直後に自己効力感を増加させることが示された。この

結果は,成功した人物例を視聴することによってその儀域での自己効力感が増加することを示した

Foss&Slaney (1986)の結果と一致するものである。しかしながら本研究で得られた成功例ビデオ

による自己効力感増加効果は, 1-2か月経過後に消失することも示された。さらに成功例ビデオの

視聴は,就職活動行動意図を増加させるという結果は得られなかった。また焦りに関しても成功例

ビデオによって変化は見られなかった。進路選択に関する自己効力感は,進路選択に関わる様々な

過程に促進的に働くことが指摘されてきている(たとえば安達,2001)ことから,今後はビデオ視

聴によって一時的に増加させた自己効力感を高い水準のまま保持させ,それを行動意図さらには行

動に結び付けるための方策を考えていく必要があるだろう。

次に失敗例ビデオに関してであるが,失敗例ビデオは直後には自己効力感に影響を与えないもの

の,事後的に自己効力感を減少させることが示された。また焦りに関しては,失敗例ビデオは影響

を及ぼすという結果は得られなかった。その一方で失敗例ビデオは,視聴直後に就職活動行動意図
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を増加させることが示された。自己効力感の減少は就職活動行動意図に対してネガティブな影響を

及ぼすものと推測され(たとえば安達,2001),失敗例ビデオ条件では,視聴直後に自己効力感・焦

りともに変化が見られなかったことから,このビデオは自己効力感や焦りを媒介せずに一時的に就

職活動行動意図を高める可能性も考えられるだろう。

最後に今後の課題について言及する。本研究では,実験参加者がいずれの条件においても非常に

少なかった。得点の正規性は確認されたものの,参加者による結果の偏りが否定できない。今後の

課題の第1は,参加者を増やすことによる再検討が挙げられるだろう。さらに第2の課題として,

大学生の就職活動をより適切に支援するためのプログラム作成が挙げられるだろう。本研究の結果

から,映像を用いたビデオには一定の効果があることが示された。今後はそれぞれのビデオ内容を

修正し,より大学生の就職活動支援にとって適切なものへとしていく一方で,複数のビデオの組み

合わせによる効果なども検討していく必要があるだろう。
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